
　 去る 令和６ 年10月６ 日（ 日）、

菊池郡大津町の熊本県家畜市

場で第43回熊本県乳牛共進会

（ 熊本県酪農業協同組合連合

会主催） が開催さ れまし た。

　 県内各地から 未経産牛30

頭、 経産牛33頭の63頭が出品

さ れ、 熱戦が繰り 広げら れま

し た。

　 審査員に高橋貞光氏（ 日本ホルスタ イ ン登録協

会） を迎え、 未経産牛６ 部門、 経産牛７ 部門に分

けて序列づけが行われ、 各部上位２ 頭によ り 経産

牛グラ ン ド チャ ン ピ オン、 リ ザーブチャ ンピ オ

ン、 未経産牛グラ ン ド チャ ン ピ オン、 リ ザーブ

チャ ンピオンが決定さ れまし た。

　 審査の結果、 松島太一氏（ 熊本酪農協） 所有の

キー エピソ ード  ク ラ ツシヤブル号が２ 年連続の

経産牛グラ ンド チャ ンピオンを獲得し 、 経産牛リ

ザーブチャ ンピオンには、 松岡明彦氏（ 菊池地域

農協（ 旭志）） 所有のパイ ンヒ ル ク ラ ツ シユ フ

レイ ク 号が選ばれまし た。

　 未経産牛グラ ンド チャ ンピオンには、 村田瑞晃

氏（ 球磨酪農協） 所有のス マイ リ ー ク ラ ラ  ビー 

ラ ム キヤンプ号、 未経産牛リ ザーブチャ ンピ オ

ンには、 本田真人氏（ 菊池地域農協（ 旭志）） 所

有のアングラ  ハーゲン アロ ングサイ ド 号が選ば

れまし た。

　 付帯行事と し て、 今年も ジュ ニアショ ウ が開催

さ れ、 津田大牙く んが金賞を獲得し まし た。

　 また審査終了後には、 生産性向上と 体型改良へ

の意識の高揚、 11月の九州連合ホルスタ イ ン共進

会や来年北海道で開催さ れる 全日本ホルスタ イ ン

共進会に向けた機運を高める こ と を目的と し て、

共進会出品者に旅行券や阿蘇ミ ルク 牧場ギフト が

当たる 抽選会が行われまし た。

高橋　 貞光氏

第43回熊本県乳牛共進会開催
経産牛の部Ｇ Ｃ 　 ・ 松島太一氏（ 熊本酪農協） 所有牛
未経産牛の部Ｇ Ｃ ・ 村田瑞晃氏（ 球磨酪農協） 所有牛

− 1 −



名　 　 　 号 生年月日 出品組合 出品者名

キー　 エピソ ード 　 ク ラ ツ シヤブル 2 9 4 熊本酪農協 松島　 太一

名　 　 　 号 生年月日 出品組合 出品者名

ス マイ リ ー　 ク ラ ラ 　 ビ ー　 ラ ムキヤンプ 5 2 10 球磨酪農農協 村田　 瑞晃

名
誉
賞
首
席

名
誉
賞
首
席

第６ 部

第12部

経産牛の部　 グラ ンド チャ ンピオン

未経産牛の部　 グラ ンド チャ ンピオン
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名　 　 　 号 生年月日 出品組合 出品者名

パイ ンヒ ル　 ク ラ ツ シユ　 フレ イ ク 1 8 17 菊池地域農協（ 旭志） 松岡　 明彦

名　 　 　 号 生年月日 出品組合 出品者名

アングラ 　 ハーゲン　 アロ ングサイ ド 5 3 5 菊池地域農協（ 旭志） 本田　 真人

名
誉
賞
首
席

優
秀
賞
首
席

第６ 部

第13部

経産牛の部　 リ ザーブチャ ンピオン

未経産牛の部　 リ ザーブチャ ンピオン
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第１ 部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

MICKYS コ ンシエルジユ エース 5 11 7

出品組合 球磨酪農農協

出品者名 尾方　 　 陵

第３ 部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

MICKYS スタ ート レツク  サイド キツク 5 10 19

出品組合 球磨酪農農協

出品者名 尾方　 　 陵

第２ 部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

レ ガーレ サマーフエス ト  アーニヤ 5 11 2

出品組合 菊池地域農協（ 泗水）

出品者名 竹内　 太輔

第４ 部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

KM サイ ド キツク  ジヤムパン 5 8 10

出品組合 ホワ イ ト 酪農協

出品者名 （ 株） 有田牧場

各部名誉賞首席の紹介
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第５ 部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

ゴルチヤイ  セジス デルタラ ムダ ジーン 5 6 13

出品組合 菊池地域農協（ 泗水）

出品者名 金子　 紀之

第８ 部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

KM ジヤガー ハレナ 4 7 12

出品組合 ホワ イ ト 酪農協

出品者名 （ 株） 有田牧場

第７ 部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

ト ミ ーフイ ールド  SS ヒ ラリ ー シルバラ ード 4 4 16

出品組合 熊本市農協

出品者名 （ 有） ト ミ ーフ ィ ールド

第９ 部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

ダビド ソ ン レデイ  ジヤガー 4 1 26

出品組合 ホワ イ ト 酪農協

出品者名 （ 株） 有田牧場

各部名誉賞首席の紹介
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第11部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

キー ロツク スター サイド キツク  ローズ ET 2 11 6

出品組合 熊本酪農協

出品者名 松島　 太一

第10部名誉賞首席

名　 　 　 号 生年月日

ホワイト フオツク ス ラムダ A リ ンダ 3 7 3

出品組合 菊池地域農協（ 泗水）

出品者名 松岡　 憲一
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村上　 末嗣氏

会長と 受賞者、 購買者

表彰式

第4 0回ら く のう マザーズ枝肉共励会

　 令和６ 年10月25日（ 金） に菊池市七城町の㈱熊

本畜産流通センタ ーで､ 第40回ら く のう マザーズ

枝肉共励会が開催さ れま し た。

　 今回、 １ 部乳用種の部36頭､ ２ 部交雑種の部８

頭､３ 部黒毛和種の部６ 頭の合計50頭が出品さ れ、

村上秀一氏（ 熊本酪農協） の黒毛和種（ ET） ･去

勢（ 福之姫-安福久-平茂勝） 生体重821kg、 枝肉

重量554.8kg、 BMS No.12、 BCS No.３ 、 ロ ース

芯面積89㎠、 ばら の厚さ 9.4㎝（ 等級Ａ -５ ） が初

のグラ ンド チャ ンピオン受賞と なり まし た。 ２ 部

の島田輝昭氏（ 熊本酪農協） の交雑種･去勢（ 美

津金幸） 生体重823kg、 枝肉重量504.9kg、 BMS 

No.7、 BCS No.３ 、 ロ ース 芯面積48㎠、 ばら の厚

さ 7.4㎝（ 等級Ｂ -４ ） がリ ザーブチャ ンピオンと

なり 、 ２ 年連続の受賞と なり まし た。

　 当日は快晴に恵まれ、 セリ 会場、 枝肉展示が行

われている 冷蔵庫内では多く の出品者や関係者の

方が熱心に見学さ れていま し た。

　 セリ の冒頭、 村上末嗣氏よ り 心のこ も った挨拶

の後、 セリ 人によ る威勢の良い掛け声と と も にセ

リ が開始さ れ、 会場から は歓声が上がる など活発

にセリ は進行し 、 最後にグラ ンド チャ ンピオン賞

の枝肉が競ら れ、 盛大な拍手と と も に無事閉幕し

まし た。

　 グラ ンド チャ ンピオンは3,720円/kg、 リ ザーブ

チャ ンピオンは2,550円／kgで落札さ れま し た。

セリ 風景
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九州支店

熊本県熊本市東区小山 7丁目4-15

グラ ンド チャ ンピオン枝肉

リ ザーブチャ ンピオン枝肉

第40回枝肉共励会入賞者一覧 （ 順不同）

第40回枝肉共励会出品データ （ 平均値）

出品番号 出品組合名 出品者 褒賞

１ 部

4 菊池地域農協（ 泗水） 内田　 恵助 銀

1 7 玉名酪農協 開田　 淳治 金

2 8 ホワイ ト 酪農協 （ 株） 有田牧場 銀

3 5 ホワイ ト 酪農協 芳賀アグリ カルチャ ー（ 有） 銀

3 6 菊池地域農協（ 旭志） 田中　 栄一 銀

２ 部

3 8 火の国酪農協 蓮尾　 亮介 金

4 0 熊本酪農協 野口　 孝昭 金

4 1 熊本酪農協 島田　 輝昭 Ｒ Ｃ

4 2 上益城農協　 益城町 （ 有） 村上牧場 銀

３ 部

4 5 菊池地域農協（ 旭志） （ 有） 水上牧場 銀

4 6 ホワイト 酪農協 （ 株） 有田牧場 金

4 7 熊本酪農協 新永　 文治 金

4 8 熊本酪農協 村上　 秀一 Ｇ Ｃ

4 9 菊池地域農協（ 菊池） 株式会社　 益崎 銀

生

後

月

齢

生

体

重

枝

肉

歩

留

枝

肉

重

量

ロ

ー

ス

芯

ば

ら

厚

さ

皮

下

厚

さ

B
M
S 

No.

B
C
S 

No.

B
F
S 

No.

単

価

（ ヶ 月） （ kg） （ ％） （ kg） （ cm2） （ cm） （ cm） （ 円）

１ 部経産牛平均 6 8 . 0 8 1 0 . 2 5 2 . 7 4 2 7 . 9 3 8 . 4 4 . 6 1 . 5 2 . 1 5 . 7 3 . 7 1 , 0 4 1

１ 部若齢牛平均 2 1 . 5 7 7 7 . 0 5 8 . 5 4 5 5 . 4 3 5 . 5 5 . 8 2 . 2 3 . 0 4 . 5 3 . 5 1 , 4 4 5

１ 部全体平均 6 5 . 4 8 0 8 . 4 5 3 . 0 4 2 9 . 4 3 8 . 3 4 . 6 1 . 5 2 . 2 5 . 6 3 . 7 1 , 0 6 4

２ 部平均 2 4 . 6 7 8 9 . 8 6 1 . 8 4 8 8 . 1 4 7 . 4 6 . 7 2 . 4 3 . 8 3 . 6 3 . 3 1 , 7 7 0

３ 部平均 2 8 . 8 8 2 2 . 7 6 6 . 3 5 4 5 . 4 7 6 . 7 9 . 1 2 . 1 9 . 5 3 . 2 3 . 0 2 , 6 1 2

全体平均 5 4 . 5 8 0 7 . 1 5 6 . 0 4 5 2 . 7 4 4 . 3 5 . 5 1 . 7 3 . 3 5 . 0 3 . 5 1 , 3 6 3
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　 記録的な猛暑から 、 一気に寒さ を感じ る 季節に

なり まし た。

　 今年の冬の予想ですが、 昨年が暖かかったせい

で少し 寒く 感じ る と のこ と です。 皆様におかれま

し ては体調に十分ご注意く ださ い。

　 現在、 私事と なり ま すが、「 熊本県酪連創立70

周年」 にあたる 年度末で定年を迎え、 最後の大仕

事の１ つ「 第12次中期経営計画（ 令和７ ～９ 年度）」

の策定を行っています。 現行の第11次計画（ 令和

４ ～６ 年度） は、 令和５ 年度の売上で約730億円、

乳業単体でも 約237億円と 中期計画を上回る 形で

推移し ている と こ ろです。

　 し かし 、 長い歴史の中で本会経営は順調ばかり

ではあり ま せんでし た。「 第１ 次中期経営計画（ 平

成２ ～４ 年度）」 の前身と なる「 長期経営改善計

画（ 昭和62 ～ 65年度）」 の策定時は、 累積欠損金

が10億円を超え、 まさ に熊本県酪連は危機に直面

し ていまし た。 当時は、 貿易摩擦によ る 輸入自由

化や牛乳市場環境の悪化、 LL工場建設によ る 負

担増等、 諸々の要因によ り 非常に厳し い財務状況

でし た。 改善計画の達成に向け、 経費面では、 海

外渡航の凍結をはじ め接待交際費の削減など細部

に渡り 徹底さ れま し た。 また、熊本、天草、八代、

城北の４ 営業所を熊本へ一本化する など、 16営業

所から ６ 営業所４ 出張所に整理統合さ れ、 私の勤

務地だった中京営業所も 関西営業所の駐在所と な

り 、 経理課へ異動し まし た。 異動先での最初の業

務は融資枠をお願いする ための銀行廻り だったこ

と を思い出し ます。

　「 長期経営改善計画」 は一丸と なって取り 組ん

だ結果、 乳業情勢の好転にも 支えら れ、 最終年度

を待たずに累積欠損は平成元年度で完全解消の見

込みと なり まし た。 こ れを受け、 令和元年８ 月に

「 中期経営計画策定プロ ジェ ク ト チーム」 が中堅、

若手20人で編成さ れ、 当時26歳の私も メ ンバーに

選ばれまし た。 こ れが「 第１ 次中期経営計画」 で

し た。「 21世紀をめざし 本県酪農なら びに本会の

将来ある べき 姿を創造し 、 会員・ 酪農家の負託に

応える べく 、 本会一丸と なって将来展望に立った

強固な経営基盤を確立する。」 を目的と し 、 基本

テーマを「 牛づく り 、 人づく り 、 健康づく り 」 と

し 、 牛づく り は、 よ り

良い生乳生産を 高め、

都府県一の優良牛の生

産基盤確立と 酪農家の

経営安定を目指す。 人づく り は、“ 組織は人なり ”

組織を支え機能さ せる のは各個人であり 、 その自

覚・ 能力を高め組織を発展さ せる 。 健康づく り は、

消費者の安全を守り 、健康づく り に貢献し ていく 。

こ れは、 現在の土台と なっていま す。

　 今回、 第12次中期経営計画策定にあたり 、 酪畜

近の論議が進めら れている 中、 酪農を取り 巻く 環

境はこ れま でにない厳し い局面にあり 、 一方でＡ

Ｉ を はじ め情報技術は目ま ぐ る し く 進化する な

ど、 非常に先の読めない状況に置かれている こ と

から 、 大変難し く 捉えており ます。

　 さ て、 大リ ーグで活躍する 大谷選手は、 17歳の

時に夢を 叶える ために９ ×９ マス の「 マンダラ

シート 」 に「 ド ラ １ ､ ８ 球団」 の大き な夢を中心

に書き 、 達成する ための課題を周り に書き 作成し

ていたこ と はよ く 知ら れています。 し っかり と 夢

を描き 、 それに向かって具体的に行動する こ と が

如何に重要かです。「 どう にかなる だろう 。」 と 考

えがちなＯ型の私にはちょ っと 耳が痛い話ですが

･･･。

　 苦境や先行き 不安な時ほど、中・ 長期の計画（ 特

に経営計画） を立てる こ と が必要と さ れます。 メ

リ ッ ト と し て、①現状を把握する 機会になり ます。

②今後進むべき 方向性が明確化さ れます。 ③目的

や意識を共有でき ます。

　 熊本の酪農は、 全国第３ 位、 西日本一の生乳生

産県です。 こ の重要な役割と 武器を今後も 推し 進

めて行く こ と が「 ら く のう マザーズ」 の役目であ

り 使命だと 考えていま す。 会員、 酪農家の皆様を

はじ め私たち職員が、 将来に向けてし っかり と 安

定し て仕事ができ るこ と が重要です。 こ れを基本

に、 新年度から ス タ ート する 「 第12次中期経営計

画」 については、 夢を盛り 込み、 確実に実行でき

る 計画を策定し たいと 思います。 そのために「 ら

く のう マザーズ」に対する 皆様のご理解と ご協力、

そし てご意見を賜り ま す様、 どう ぞよ ろし く お願

い申し 上げます。

「 第12次中期経営計画」
　 　 策定にあたって、 私の推し は！

COLUMN ― コ ラ ム ―

ら く のう マザーズ管理本部長

桐原　 睦実
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　 令和５ 年の乳用牛群検定成績の一部をまと めまし たのでお知ら せし ま す。

　 ま た、 令和５ 年１ 月から 12月の間で305日検定記録のある ホルス タ イ ン種の立会検定11,177頭のデー

タ を基に、 下記のポイ ント を考慮さ れ収益向上や費用削減に活用し て頂き たいと 思いま す。

生産本部指導部営農指導課　 大村　 耕治　

～ 令和５ 年乳用牛群検定成績まと めから  ～

１ ． 乳量（ 図１ の乳量①、 図２ ）

　 １ 頭当たり 平均乳量は、 10,008kg

（ 2,673kgか ら 18,463kg） で 前 年 を

101kg下回り ま し た。 検定組合別の

平均乳量で見ますと 、 12検定組合中

10,000kg以上 が ５ 組合、 9,000kg台

が６ 組合、 8,000kg台が１ 組合でし

た。 ま た、 個体乳量で7,000kg未満

の牛が、 661頭と 乳牛本来の能力を

発揮でき ていないと 思われま す。

　 何が原因で能力を発揮でき ていな

いのか、 原因を把握し 改善を行いま

し ょ う 。

2． 初産月齢（ 図３ ）

　 農家平均初産月齢は、 25.1 ヶ 月令

（ 19 ヶ 月から 43 ヶ 月） で前年と 同じ

でし た。 乳牛は分娩し て生乳生産す

る こ と で、 農場に利益をも たら し ます。 そのため、 初産分娩月齢が遅く なる と 、 飼料費が増え余計な労

力も かかり ます。 初産分娩が遅れる こ と は様々な要因がある と 思いますので酪農経営安定のためにも 、

（ 図１ ） 単位： 頭、 kg、 ヶ 月、 日

検定組合
データ
頭数

乳量① 初産年齢② 乾乳日数③ 分娩間隔④

平均 最低～最高
7000ｋｇ

未満頭数
平均 最低～最高 平均 最低～最高 平均 最低～最高

01 検定組合 162 9, 665 4, 297 ～ 13, 382 7 26. 2 21 ～ 33 67 19 ～ 388 465 311 ～ 768

02 検定組合 2, 524 10, 436 3, 467 ～ 18, 233 93 25. 0 19 ～ 48 60 5 ～ 454 431 298 ～ 1, 754

03 検定組合 1, 210 10, 328 4, 681 ～ 18, 463 77 24. 4 19 ～ 57 58 3 ～ 336 429 306 ～ 883

04 検定組合 1, 624 9, 952 4, 264 ～ 16, 611 79 24. 2 19 ～ 61 60 3 ～ 380 426 300 ～ 1, 008

0 5検定組合 835 9, 737 3, 712 ～ 15, 202 62 26. 0 20 ～ 54 60 1 ～ 300 445 293 ～ 1, 111

0 6検定組合 763 10, 280 5, 357 ～ 16, 316 20 24. 0 19 ～ 33 59 2 ～ 285 422 311 ～ 743

0 7検定組合 1, 666 9, 203 2, 673 ～ 16, 041 197 24. 7 19 ～ 50 60 1 ～ 461 437 256 ～ 1, 051

0 8検定組合 661 10, 479 3, 708 ～ 16, 426 34 24. 4 19 ～ 39 54 4 ～ 197 449 315 ～ 963

0 9検定組合 493 9, 729 4, 516 ～ 15, 747 32 24. 9 20 ～ 46 62 17 ～ 445 451 304 ～ 1, 060

10検定組合 780 10, 135 4, 073 ～ 16, 205 35 24. 6 20 ～ 50 61 3 ～ 190 426 302 ～ 709

12検定組合 124 8, 962 5, 712 ～ 11, 962 6 26. 7 21 ～ 43 54 20 ～ 180 451 323 ～ 700

13検定組合 335 9, 706 4, 632 ～ 14, 785 19 24. 3 18 ～ 35 58 3 ～ 187 425 314 ～ 764

平均 11, 177 10, 008 2, 673 ～ 18, 463 661 24. 7 18 ～ 61 60 1 ～ 461 435 256 ～ 1, 754

＊ホルスタ イ ン種のみのデータ と なり ます。

図２ 　 乳量階層別頭数

～ 令和５年乳用牛群検定成績まとめから ～ 

生産本部指導部営農指導課 大村 耕治 

 

令和５年の乳用牛群検定成績の一部をまとめましたのでお知らせいたします。 

また、令和５年１月から１２月の間で３０５日検定記録のあるホルスタイン種の立会検定１１，１７７

頭のデータを基に、下記のポイントを考慮され収益向上や費用削減に繋がれば良いと思います。 

 

 

1．乳量（図１の乳量①、図２） 

１頭当たり平均乳量は、１０，００８Kg

（２，６７３Kg から１８，４６３Kg）で前年を

１０１kg 下回りました。検定組合別の平

均乳量で見ますと、１２検定組合中１

０，０００Kg 以上が５組合、９，０００Kg

台が６組合、８，０００Kg 台が 1 組合で

した。また、個体乳量で８，０００Kg 未

満の牛が、１，７４１頭と乳牛本来の能

力を発揮できていないと思われます。 

何が原因で能力を発揮できていな

いのか、原因を把握し改善を行いまし

ょう。   

（図1） 単位：頭、Kg,ヶ月、日

平均 最低 〜 最高 . J
未満頭数

平均 最低 〜 最高 平均 最低 〜 最高 平均 最低 〜 最高

01検定組合 〜 〜 〜 〜

02検定組合 〜 〜 〜 〜

03検定組合 〜 〜 〜 〜

04検定組合 〜 〜 〜 〜

05検定組合 〜 〜 〜 〜

06検定組合 〜 〜 〜 〜

07検定組合 〜 〜 〜 〜

08検定組合 〜 〜 〜 〜

09検定組合 〜 〜 〜 〜

10検定組合 〜 〜 〜 〜

12検定組合 〜 〜 〜 〜

13検定組合 〜 〜 〜 〜

平均 〜 〜 〜 〜

＊ホルスタイン種のみのデータとなります。

検定組合 データ
頭数

分娩間隔④乾乳日数③初産月齢②乳量①

2, 500

2, 000

1, 500

1, 000

500

0
6千㌕
未満

6千㌕ 7千㌕ 8千㌕ 9千㌕ 10千㌕ 11千㌕ 12千㌕ 13千㌕ 14千㌕
以上

頭

175

486

1, 562

1, 856

2, 152
2, 052

1, 080
990

824

322
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農家平均初産月齢に近づく よ う 要因を把

握し 改善し まし ょ う 。

3． 乾乳日数（ 図４ ）

　 農家平均乾乳日数は、 62.8日（ 27日から

128日） で前年より 1.8日多く なり まし た。

乾乳日数の構成比率は、 50日以上～ 70

日未満が全体の67.0％を占めていま す。

また、 乾乳日数が長く なる ほど、 乳量は

徐々に低下する 傾向と なっ ていま すの

で、 分娩予定日を把握し 適正な乾乳日数

と すること で飼料費削減につなげましょ う 。

　 なお、 乾乳期の飼養管理が重要であり

う ま く いかないと 、 分娩後の生乳生産

量・ 疾病発症・ 繁殖成績に大き く 影響し

ま す。 特に分娩後に発生する 疾病は乾乳

期の飼養管理と 強い関係にあり ま す。 こ

れら の疾病を防ぐ ためにも 、 乾乳期に適

切な飼養管理を行いまし ょ う 。

４ ． 分娩間隔（ 図１ －分娩間隔④、 図５ ）

　 平均分娩間隔日数は、 435日（ 256日か

ら 1,745日） で前年よ り ４ 日短縮し ま し

た。 分娩間隔（ 435日） から 乾乳日数（ 60

日） を引く と 搾乳日数が375日になり 、 そ

れから 妊娠期間（ 285日） を引く と 受胎日

が個体平均で90日になり ま す。 こ れを分

娩間隔ごと に平均値を算出し １ 日あたり

の乳量を求めたら 、 １ 日あたり の乳量が

減少傾向にあり まし た。 こ のこ と から 、

分娩間隔が長い場合は、 経済的な損失に

関連する こ と から 、 分娩間隔が短く なる

よ う 繁殖管理の向上を行いまし ょ う 。

５ ． まと め

　 一昨年昨年と 乳価は上がったも のの、

物財費（ 飼料費、 種苗費、 肥料費、 農業

薬剤費、 光熱動力費など） や円安におけ

る 農業用設備の高騰によ る 生産費の増加

によ り 酪農経営は厳し い状況と なってい

ます。

　 昨今の厳し い酪農情勢で酪農経営を安

定さ せる ためには、 ①乳牛改良によ る 個

体の潜在的能力向上、 ②個体能力の発揮に必要な飼養管理技術の向上、 ③生産乳量を確保する ための繁

殖管理などの見直し を行い、 経営力向上を行わなければなり ません。

　 牛群検定はデータ の宝庫です。 個々の傾向がどのよ う な状況か、 客観的にわかる よ う になっていま す

ので、 年に一度でも 牧場の状況確認を行い、 大き く 変化する 国内外の情勢を乗り 越える 足腰の強い酪農

経営基盤を造り 上げまし ょ う 。

　 ご質問やご要望がございまし たら 、 お気軽に営農指導課ま でご連絡下さ い。  （ TEL 096-388-3510）

２．初産月齢（図３） 

農家平均初産月齢は、２５.１ヶ月令（１

９ヶ月から４３ヶ月）で前年と同じでした。

乳牛は分娩して生乳生産することで、農

場に利益をもたらします。そのため、初

産分娩月齢が遅くなると、飼料費が増え

余計な労力もかかります。初産分娩が遅

れることは様々な要因があると思います

ので酪農経営安定のためにも、農家平

均初産月齢に近づくよう要因を改善しま

しょう。 

 

３．乾乳日数（図４） 

農家平均乾乳日数は、６２.８日（２７日か

ら１２８日）で前年より１.８日多くなりました。

乾乳日数の構成比率は、５０日以上～７０

日未満が全体の６７.０％を占めていす。ま

た、乾乳日数が長くなるほど、乳量は徐々

に低下する傾向となっていますので、分娩

予定日を把握し適正な乾乳日数とすること

で飼料費削減につなげましょう。 

なお、乾乳期の飼養管理が重要であり

うまくいかないと、分娩後の生乳生産量・

疾病発症・繁殖成績に大きく影響します。

特に分娩後に発生する疾病は乾乳期の

飼養管理と関係が強い関係にあります。こ

れらの疾病を防ぐためにも、乾乳期に適切な飼養管理を行いましょう。  

 

４．分娩間隔（図１－分娩間隔④、図５） 

平均分娩間隔日数は、４３５日（２５６日か

ら１，７４５日）で前年より４日短縮しました。

分娩間隔（４３５日）から乾乳日数（６０日）を

引くと搾乳日数が３７５日になり、それから

妊娠期間（２８５日）を引くと受胎日が個体

平均で９０日になります。これを分娩間隔ご

とに平均値を算出し1日あたりの乳量を求

めたら、1日あたりの乳量減少傾向にありま

した。このことから、分娩間隔が長い場合

は、経済的な損失にもつながりますので、

分娩間隔が短くなるよう繁殖管理の向上を行いましょう。 

図４ 　 乾乳日数階層別平均乳量と 農家戸数
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均初産月齢に近づくよう要因を改善しま

しょう。 

 

３．乾乳日数（図４） 

農家平均乾乳日数は、６２.８日（２７日か

ら１２８日）で前年より１.８日多くなりました。

乾乳日数の構成比率は、５０日以上～７０

日未満が全体の６７.０％を占めていす。ま

た、乾乳日数が長くなるほど、乳量は徐々

に低下する傾向となっていますので、分娩

予定日を把握し適正な乾乳日数とすること
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図５ 　 分娩間隔における１ 日あたり 乳量
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　 第３ 回熊本県酪農女性レ ク リ エーショ ン大

会が上記の日程で開催さ れま し た。 今回の競

技も 昨年同様「 ボッ チャ 」 での開催と なり ま

し た。 県内各地よ り 、 46チーム140名の酪農家

が集い、 老若男女問わず大いに楽し んでいた

だき まし た。 チームによ っては、自チームボー

ルを相手ボールにぶつけてはじ いたり 、ジャ ッ

ク ボール（ 目印ボール） をずら し たり と １ 投

で大き く 局面が変化し 、 各コ ート 熱戦が繰り

広げら れま し た。 中には、 ジャ ッ ク ボールを

自チームコ ート 寄り に投げ、 相手チームから

遠い位置に配置する など と 戦略がカギを握っ

ていた大会ではなかったでし ょ う か。

　 緊迫し た決勝戦を見事制し 、 46チームの頂

点と なったのはいちごみる く （ JA熊本市） で

し た。 その他の結果は下記の通り と なってい

ます。

　 今年は昨年よ り も 多く 、 幅広い年代の会員

に参加いただき 、 忙し い日々の憩いの一時と

なったのではないでし ょ う か。

　 参加さ れた選手の皆様、 大変お疲れさ ま で

し た。

第３ 回熊本県酪農女性レクリエーショ ン大会を開催！
主催： 熊本県酪農女性部協議会・ ら く のう マザーズ　 　 　 　 日時： 令和６ 年10月23日　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 場所： 大津町総合体育館

内ケ島会長

小池常務

優勝： いちごみるく （ JA熊本市）

準優勝： 大阿蘇C（ 大阿蘇酪農協） ３ 位： CO W  STO RY（ 熊本酪農協）

試合結果

順　 位 チーム名（ 組合名）

優　 勝 いちごみるく （ JA熊本市）

準優勝 大阿蘇C（ 大阿蘇酪農協）

３ 　 位 CO W  STO RY（ 熊本酪農協）

順　 位 チーム名（ 組合名）

コ ンソ レーショ ン優　 勝 DIY（ 熊本酪農協）

コ ンソ レーショ ン準優勝 ジャ イ アン（ 熊本酪農協）

− 21 −



コ ンソ レーショ ン優勝

D IY（ 熊本酪農協）
コ ンソ レーショ ン準優勝

ジャ イ アン（ 熊本酪農協）
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　 猛暑の夏から 季節が進んで、 だんだんと 冬が近づいて来まし た。 寒く なってく る と 増える のが子牛の

病気です。 特に肺炎と 下痢が多く 、 子牛の治療の大部分を占めています。 重症化する と 死亡する 場合も

あり 、 回復し ても 将来的な増体や生産性に大き な影響を与えます。 子牛の病気を予防する ために様々な

ワ ク チンが開発さ れており 、 実際に多く の農場で使用さ れていま す。 そこ で冬に増えてく る 子牛の病気

を防ぐ ために、 ワ ク チンの仕組みと 種類について２ 回に分けてお話し し たいと 思います。

　 今回はワ ク チンの考え方の基本になっている 免疫について説明し ます。 少し 分かり にく い用語も 出て

き ま すがお付き 合い下さ い。

　 免疫について

　 免疫と は「 体内に侵入し た病原体などを特別な細胞や抗体によ って排除する 機能のこ と 」 です。 人や

牛だけでなく すべての生物に備わっている 機能で、 免疫のおかげで私たちは環境中に存在する 多く の病

原体から 守ら れています。 免疫反応で働く 特別な細胞のこ と を免疫細胞と 言いま す。 免疫反応は主に活

躍する 免疫細胞によ って自然免疫と 獲得免疫の２ つの段階に分かれます。

　 ①自然免疫（ 図１ ）

　 　  　 病原体が侵入し た局所で起き る 反応で、 侵入後数時間で反応し ま す。 自然免疫はどんな病原体に

対し ても 非特異的に反応し ま す。 こ こ で活躍する のは食細胞と 白血球です。

　 　  　 病原体が侵入し た時に最初に働く のが食細胞です。 食細胞は病原体を細胞内に取り 込む（ ＝食べ

る ） こ と で排除する 細胞です。 それだけでなく 他の免疫細胞を引き 寄せる 物質（ サイ ト カイ ン） を

放出し たり 、 他の免疫細胞に食べた病原体の情報を伝えます。 サイ ト カイ ンは主に免疫細胞で産生

さ れ、 他の免疫細胞に情報を伝える 物質の総称です。 種類によ って他の免疫細胞を活性化、 ある い

は抑制する など様々な働き があり ま す。

　 　  　 食細胞から 放出さ れたサイ ト カイ ンによ って白血球が局所に誘導さ れます。 誘導さ れた白血球は

細胞内にリ ゾチームや活性酸素などの強力な抗菌物質を持っていま す。 白血球は病原体に対し て抗
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　 ②獲得免疫（ 図２ ）

　 　  　 病原体が感染し てから 数日かけておき る 反応です。こ の反応で活躍する 免疫細胞はリ ンパ球です。

リ ンパ球は白血球の一種で、 役割によ ってＴ リ ンパ球、 Ｂ リ ンパ球などに分類さ れます。

　 　  　 自然免疫で病原体を排除し きれなかった場合、 食細胞から Ｔ リ ンパ球に病原体の情報が伝えら れま

す。 情報を受け取ったＴ リ ンパ球はＢ リ ンパ球に命令し て抗体を産生さ せます。 抗体は病原体に結合

する こ と で感染や増殖を阻害、 毒素を中和し て無効化、 目印と なって免疫細胞が病原体を攻撃し やす

く するなどの役割があり ます。 Ｂ リ ンパ球が産生し た抗体は侵入し た病原体にだけ特異的に反応し て

菌物質を放出する だけでなく 、 食細胞と 同様に病原体を食べて細胞内で殺菌する 働き があり ます。

　 　  　 こ のよ う に食細胞や白血球などの免疫細胞が主体と なって局所で病原体を排除する 非特異的な

働き が自然免疫の特徴です。

図１ ）　 自然免疫の概要
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　 病原体が初めて感染し た時に起こ る 自然免疫から 獲得免疫までの一連の流れを一次免疫応答と 言いま

す。 一次免疫応答で活躍し たＢ リ ンパ球の一部は、 侵入し た病原体と 抗体の情報を記憶し た記憶細胞と

し て体内に残り ま す（ 図２ -④赤丸）。 そし て次に同じ 病原体が侵入し た時には記憶細胞が迅速に大量の

抗体産生を行って病原体を排除し ます。 こ のよ う に記憶細胞によ って初回よ り も 効率的で強い免疫反応

が起き る こ と を二次免疫応答と 言います。 ワ ク チンによ る 疾病予防（ ワ ク チネーショ ン） はこ の二つの

免疫応答の原理を利用し ています。

　 小難し い内容で分かり 難かったかも し れませんが、 今回の内容がワ ク チンの考え方の基本と なってい

ます。 長く なり ま し たので、 ワク チンについては次回説明し たいと 思います。

続く

結合し ます。 その結果、 食細胞や白血球が病原体を攻撃し やすく なり 、 効率的に排除する こ と がで

き ます。 こ のよ う に特異的な抗体を産生する こ と で、 様々な病原体に対し て抵抗力を獲得する こ と

ができ る 点が獲得免疫の特徴です。

図２ ）　 獲得免疫の概要

− 25 −


